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住友化学グループのサステナビリティ推進の
取り組みについて
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住友化学グループの
サステナビリティの推進

 住友化学の原点

 ステップ１ SDGsをグループの新たな共通言語に

 ステップ２ 経営として取り組む
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住友化学の原点
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住友化学の始まり

別子銅山（版画）

住友肥料製造所
営業開始 １９１５年１０月４日

地域と共に発展する
環境問題の克服 ＋ 農業の発展へ貢献

提供：住友史料館提供
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住友化学の原点・住友の事業精神

事業は自ら利益を得るものであるとともに、

社会に対しても利益あるものでなければならない。

住友政友像

自利利他 公私一如
じ り り た こ う し い ち に ょ

住友の事業精神
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社会の変化・顧客の要望に応え事業領域を拡大

住友化学レポート2019（8-9頁）



技術を基盤とした新しい価値の創造に常に挑戦

事業活動を通じて人類社会の発展に貢献

活力にあふれ社会から信頼される企業風土を醸成

経営理念

住友化学の経営理念
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ステップ１

SDGsをグループの新たな共通言語に
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当社が中長期的に目指す姿

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）」は、

2030年までに世界が取り組むべき17目標を掲げています。

サステナブル・ディベロップメント・ゴールズ

SDGs：持続可能な開発目標
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T・S・P 三位一体

SDGsバッジ

Sumika
Sustainable
Solutions

事業を通じて
サステナブルツリー

全員参加

役員が、国連が作製したこのバッ
ジを付けることで、自らのSDGsに

対するコミットメントを示すとともに、
当社グループの社員へのSDGsの
啓発を行っています。

サステナビリティ
の実現

Top 
Commitment

T

Solutions

S
Participation

P

トップコミットメント

□オリセット®ネット
□セパレータ等

住友化学のサステナビリティの推進
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あらゆる機会を通じて発信する
「トップは本気」を伝える

T : トップがコミットする

11



“ Sumika Sustainable Solutions ”

S : 事業を通じて（S:Solutions)

持続可能な社会構築のためのソリューションを提供
温暖化対策などに貢献

当社各部門やグループ会社から推薦された製品・技術について、革
新性、環境貢献度等の認定要件から合致するものを認定する制度
を2016年から開始。

それらの開発・普及を促進することにより、持続可能な社会を構築す
るためのソリューションを提供し、SDGsの達成に貢献していく。
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制度概要

① 温室効果ガスの排出削減に資するもの
② 気候変動による影響の適応に資するもの
③ 廃棄物・有害物質の削減や環境負荷低減に資するもの
④ 水資源の効果的な利用に資するもの

ほか5項目

研究所
工場
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会社

事務局
認定
委員会

認定

認定の流れ

認定要件

事業部門
窓口

S : 事業を通じて（S:Solutions)
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14
14

認定製品の例

14



環境面から貢献する製品・技術を認定 → 見える化
具体達成目標の設定 → 実効的に貢献

S : 事業を通じて（S:Solutions)

現在： 48製品・技術 売上3,800億円

目標： 2021年度までに 売上5,600億円
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全員でSDGs 「サステナブルツリー」

 住友化学グループの全役職員（３万３千人）を対象

 グループ３万人のサステナビリティプラットフォーム（Web)

 『仕事を通じたSDGsへの貢献』の決意を

各人あるいは職場で投稿

100日間

投稿数：7,700件

延べ参加人数：３万人

閲覧数：約２万
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※この漫画は、当社ホームページにも公開されていますので、ぜひご覧ください。説明のマンガ

十倉社長

１．誰もが参加できる・参加しやすい “楽しさ”
２．強いトップのリーダーシップ
３．会社として浸透させるべきことをテーマに “ＳＤＧｓ”
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『社会への貢献の見える化』

『社会に役立つ喜び』
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食糧問題を解決する

環境問題を解決する

100発100中の研究はない
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安全をすべてに優先させる
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世界 33,000人

世界で活躍する

住友化学グループの社員数です

21



SDGsの前後で
大きく変わったのだろうか・・
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ステップ２

経営としてサステナビリティ推進に取り組む
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サステナビリティ推進委員会設置（2018.4）
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サステナリティ推進基本原則制定

サステナビリティ推進基本原則

住友の
事業精神

経営理念

サステナビリティ推進基本原則

住友化学企業行動憲章

経済価値と社会価値の創出
（「自利利他 公私一如」の推進）

Ⅳ

原則 1

原則 2

原則 3

原則 4

原則 5

原則 6

国際社会の
重要課題解決への貢献

関係機関との連携

ステークホルダーとの協働

トップコミットメントと
全員の参画

ガバナンス

自利利他 公私一如

サステナビリティの推進：事業を通じて
持続可能な社会の実現に貢献すると共に、
自らの持続的な成長を実現する

サステナビリティ推進基本原則（2019.1）
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https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/management/

https://www.sumitomo-chem.co.jp/sustainability/management/


中期経営計画 26

Change & Innovation 3.0 For a Sustainable Future

次期中期経営計画のスローガン

Society 5.0 (超スマート社会) を見据えて

デジタル革新により生産性を飛躍的に向上させ、

イノベーションを加速

サステナブルな社会の実現に貢献

For a Sustainable Future
Change & Innovation 3.0



 気候変動の緩和

 製品・技術を通じた貢献

 エネルギー・資源の効率的利用

 プラスチック資源循環への貢献

社会価値創出に関する
マテリアリティ

将来の価値創造に向けた
マテリアリティ

□ 食糧問題への貢献

□ ヘルスケア分野への貢献

□ 環境負荷低減への貢献

□ ICTの技術革新への貢献

□ 技術・研究開発の推進

□ デジタル革新への取り組み

□ ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ推進

7つの最重要課題に取り組むことで、持続的な価値創出を実現

今後各マテリアリティのKPI(Key Performance Indicator)を設定する

マテリアリティ（経営として取り組む最重要課題）特定
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『SDGs に貢献している』

⇒ 『SDGsの達成への貢献』 へ

方法：SDGsとの紐づけ
⇒ 遣り甲斐・使命感

従来の延長線にない解決策
より大きな貢献のためには？
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For a Sustainable Future
Change & Innovation 3.0
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化学会社だからできることがある
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国連持続可能な開発目標に関する宣言（2019年・札幌）

－ 人々の「健康、安心、幸福」のための化学工学 –

配布資料（化学工学会）



31



32


